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会

長

挨

拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
当
協
会
の
運
営
に
多
大
な
ご

支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
防
火
・
防
災
管
理
や
危
険
物
取

扱
事
業
所
等
の
自
主
保
安
体
制
の
確
立

に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

私
こ
と　

本
年
６
月
27
日
付
け
を
も

ち
ま
し
て
、
当
協
会
の
第
八
代
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
精
進
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
当
協
会
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

を
み
て
み
ま
す
と
、
三
年
目
を
迎
え
た

コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
も
加
わ

り
懸
念
が
高
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
不

足
問
題
、
諸
物
価
の
上
昇
な
ど
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
面
で
は
、
昨
年
12

月
に
は
、
大
阪
市
北
区
で
ビ
ル
火
災
事

件
が
、
今
年
２
月
に
は
新
潟
県
村
上
市

で
工
場
火
災
が
発
生
し
、
い
ず
れ
も
死

傷
者
が
出
る
痛
ま
し
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
危
険
物
の
安
全

管
理
に
万
全
を
期
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
確
実
な
整
備
・
点
検

の
徹
底
、
保
安
教
育
の
充
実
等
に
な
お

一
層
ご
尽
力
を
頂
き
、
事
故
や
災
害
の

な
い
社
会
形
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
当
協
会
で
は
、
４
委

員
会
を
柱
と
し
て
会
員
事
業
所
の
皆
様

と
連
携
し
な
が
ら
、
防
火
防
災
思
想
の

普
及
啓
発
は
も
と
よ
り
、
防
災
業
務
関

係
者
の
育
成
の
た
め
の
研
修
や
事
故
及

び
災
害
防
止
と
公
共
の
安
全
の
た
め
の

自
衛
消
防
訓
練
大
会
の
開
催
を
着
実
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
昨
年
当
協
会
の
創
立
40
周
年

を
迎
え
、
41
年
目
の
第
一
歩
の
年
と
し

て
、
当
協
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
事

業
所
の
皆
さ
ん
の
、
ご
健
勝
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
　
北
　
中
　
良
　
樹

株
式
会
社
　
北
中
工
業
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様
々
な
事
業
を
展
開
い
た
だ
い
て
お
り�

ま
す
。

　

特
に
平
成
18
年
３
月
に
締
結
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
災
害
時
の
消

防
活
動
等
支
援
協
定
」
は
、
平
成
17
年

４
月
に
兵
庫
県
尼
崎
市
で
発
生
し
た
列

車
事
故
を
契
機
に
、
災
害
時
の
協
力
体

制
を
確
立
し
た
全
国
的
に
も
先
駆
け
た

取
組
み
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
安
心
安

全
な
生
活
の
確
保
と
消
防
活
動
の
充
実

に
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

消
防
は
崇
高
で
と
て
も
難
し
い
仕
事

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
住
民
は
消

防
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
湖
南

消
防
で
良
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
て
頂

け
る
よ
う
高
度
で
丁
寧
な
消
防
サ
ー
ビ

ス
に
徹
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
地
域
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。

こ
の
地
域
に
住
ん
で
良
か
っ
た
。

　

こ
ん
な
風
に
、
管
内
34
万
市
民
の
皆

様
に
安
心
を
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
的
確
に
時
代
を
と
ら
え
、
消
防

の
仕
事
に
精
一
杯
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

湖
南
防
火
保
安
協
会
の
皆
様
方
の
お

力
も
お
借
り
し
、
湖
南
地
域
の
安
心
と

安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
最
善

を
尽
く
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
お
り
ま
す

の
で
引
き
続
き
の
連
携
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

湖
南
防
火
保
安
協
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
湖
南
広
域
消
防
局
の
事
業
運

営
や
取
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
消
防
を
取
り
巻
く
環
境

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
度
重
な
る
大
震
災
や
台
風
な
ど
に

よ
る
自
然
災
害
、
悪
質
な
放
火
火
災
等

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
当
消

防
局
管
内
で
も
平
成
25
年
に
全
国
初
と

な
る
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、
土

砂
災
害
に
よ
る
大
き
な
被
害
も
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
激
甚
、
多
発
化
し
て
い

る
災
害
に
対
し
、
私
た
ち
は
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
し
て
い
く
た
め
、
防
災

関
係
機
関
と
相
互
に
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
備
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
貴
協
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め

湖
南
広
域
消
防
局

消
防
局
長

行 

村 

浩 

一

【
未
来
に
備
え
る
】

消
防
局
長
挨
拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

各
方
面
に
様
々
な
影
響
が
出
て
い
る
状
況
下
に
お
い

て
、
当
支
部
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
昨
年
度
に
引

き
続
き
制
限
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｇ
Ｗ
に
行
動
制
限
が
３
年
ぶ
り

に
掛
か
ら
な
い
な
ど
、
社
会
的
に
変
容
が
見
受
け
ら

れ
、
足
止
め
し
て
い
た
こ
と
が
一
歩
ず
つ
歩
み
始
め

て
い
る
か
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
て
い
ま
す
。

　

当
支
部
に
お
き
ま
し
て
も
、
制
限
し
て
い
た
事
業

を
前
向
き
に
検
討
し
、
全
事
業
所
「
災
害
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
会
員
相
互
の
連
携
を

重
ね
、
地
域
社
会
へ
の
防
災
貢
献
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
当
協
会
に
対
し
、

特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

南
支
部
長
挨
拶

�

株
式
会
社
　
田
中
誠
文
堂
　
田
　
中
　
義
　
信

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
本
会
や
北
支
部
役
員
の
改
選
年
で
あ

り
、
北
中
支
部
長
が
本
会
会
長
と
な
ら
れ
、
私
が
北

支
部
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
理
事
様
の
選

任
に
お
き
ま
し
て
も
将
来
の
事
業
運
営
を
見
据
え
た

理
事
改
選
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
が

求
め
ら
れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
た
め
、
事
業
見
直
し

が
必
要
で
す
が
、
新
入
社
員
防
火
研
修
を
半
日
４
回

に
分
け
て
開
催
で
き
、
防
火
防
災
の
新
し
い
担
い
手

が
誕
生
し
、
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
定
期
総
会
や
表
彰
式
も
行
う
こ
と
が
で

き
、
自
衛
消
防
訓
練
大
会
等
の
事
業
に
つ
い
て
も
創

意
工
夫
を
重
ね
、
時
代
に
合
っ
た
事
業
運
営
を
実
践

し
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
状
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
会
員
事
業
所
同
士

の
繋
が
り
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
地

元
自
治
会
等
と
連
携
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も

貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、
強
く
感
じ
て
い
る

次
第
で
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
自
社
の
災
害
へ
の
備
え
は
勿

論
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
更
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
支
部
長
挨
拶

㈱
川
嶋
機
械
　
川
　
嶋
　
栄
　
司
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【定期総会】
　令和４年５月27日（金）午前10時30分から野洲市文化小劇場で令和４年度の定期総会を開催しました。
　定期総会に下記の４議案を提出させていただき、慎重なる審議の結果、いずれも原案どおり可決、承認されました。

研 修 委 員 会
・危険物施設での事故防止のため、危険物の有識者の
確保を目指し、危険物取扱者試験の予備講習会及び
直前対策講習会を実施する。
・新入社員防火研修を実施し、防火の知識及び消火技
術の修得を図り、職場の安全管理に繋げる。
・普通救命講習会を実施し、救急に関する意識と行動
力の向上を図る。
・防火研修会を実施し、会員の防火防災の視野拡大と
相互の情報交換を図り、防火思想等の推進に繋げ
る。（火災事例・危険物施設の安全管理）

広 報 委 員 会
・会報を年３回発刊する。紙面を通じて、協会の活動、会
員事業所の防火防災対策の活動を掲載して、会員間の共
助体制を図るとともに、各種講習会・研修会の案内、湖
南広域消防局と連携して法令改正内容や消防防災情報の
提供を行う。
・広告掲載事業で協力をいただいた会員事業所の広告を
ホームページ等を活用して、広く周知できる企画を行
う。
・ホームページの内容充実と電子メールを活用して情報提
供を行う。
・消防局が取り組む各種火災予防運動に協賛し、会員事業
所自らの防火防災意識の高揚を図り、併せて地域の皆さ
まに火災予防を訴える。
・各消防署等が開催する防火防災事業に協賛し、市民の防
火防災意識の向上を図る。

令和４年度４委員会主要事業計画
総 務 委 員 会
・協会の充実発展のため、新規会員の加入促進に努める。
（目標　新規加入25事業所以上・総数800事業所）
・災害時の消防等支援登録事業所の拡充と当該制度の充実
に努める。（目標　新規登録18事業所・総数500事業所の
登録（登録率62%））
・会員の親睦と交流を図るための事業を実施する。
・会員の火災予防思想をより広く普及させることから防火
標語を募集する。
・会費収入の一助としての役割が果たせる事業を検討す
る。

企業防災推進委員会
・防火防災に対する技術向上のため、自衛消防訓練大
会を開催する。
・企業での災害事例や近年多発する自然災害から得ら
れた教訓を専門分野の講師を招いて防災講演会を開
催する。
・消防局が推進する防火防災の重点施策「地域の消防
防災力の育成（企業の防災組織と消防局とが連携し
て安心・安全な街づくりに取り組む）」事業へ協力
する。
・会員事業所の地域防災体制の一層の充実を図ること
から、消防団協力事業所表示制度の導入及び推進に
協力する。
・消防局が策定された防災基本指針に基づく連携訓練
を実施する。

提出議案
議第１号　令和３年度湖南防火保安協会事業実績報告
議第２号　�令和３年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出決算及び令和３年度湖南防火保安協会財政調整基金特

別会計決算
議第３号　湖南防火保安協会役員の改選について（案）
議第４号　�令和４年度湖南防火保安協会事業計画（案）
議第５号　�令和４年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出予算（案）及び令和４年度湖南防火保安協会財政調整

基金特別会計予算（案）

事業計画等について
令和４年度
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◦
優
良
事
業
所

馬
場
商
事
株
式
会
社

滋
賀
県
輸
送
事
業
協
同
組
合

タ
カ
ラ
バ
イ
オ
株
式
会
社

湖
南
運
輸
株
式
会
社

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

�

中
部
近
畿
支
社

ふ
く
だ
医
院

イ
オ
ン
ビ
ッ
ク
株
式
会
社

�

ザ
・
ビ
ッ
グ
エ
ク
ス
ト
ラ
野
洲
店

鴻
池
運
輸
株
式
会
社
滋
賀
流
通
セ
ン
タ
ー
営
業
所

◦
優
良
従
業
員

近
藤
靖
之
〔
川
重
冷
熱
工
業
株
式
会
社
滋
賀
工
場
〕

青
野
勝
行
〔
公
益
社
団
法
人
競
馬
保
安
協
会

�

関
西
本
部
栗
東
保
安
隊
〕

土
岡
隆
之
〔
西
日
本
積
水
工
業
株
式
会
社
栗
東
製
造
所
〕

菱
田
由
紀
子
〔
た
ち
建
設
株
式
会
社
〕

北
川
耕
司
〔
ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
株
式
会
社
守
山
事
業
所
〕

梅
村
利
之
〔
株
式
会
社
三
社
電
機
製
作
所
滋
賀
工
場
〕

田
代
博
明
〔
株
式
会
社
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
〕

森
口
康
夫
〔
ク
オ
リ
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
滋
賀
工
場
〕

◦
防
火
標
語

《
最
優
秀
作
品
》

宮
本
建
一
〔
株
式
会
社
ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
テ
ク
ノ

�

ロ
ジ
ー
大
容
量
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
本
部
〕

《
優
秀
作
品
》

中
野
光
平
〔
公
益
社
団
法
人
競
馬
保
安
協
会
関
西
本

�

部
栗
東
保
安
隊
〕

森　

雅
貴

　
〔
西
日
本
積
水
工
業
株
式
会
社

�

栗
東
製
造
所
〕

下
池　

凜

　
〔
川
重
冷
熱
工
業
株
式
会
社
滋
賀
工
場
〕

清
水
裕
大
郎

　
〔
公
益
社
団
法
人
競
馬
保
安

�

協
会
関
西
本
部
栗
東
保
安
隊
〕

会
長
表
彰

令
和
４
年
度
定
例
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ま

令和４年　湖南防火保安協会防火標語

『消したかな　気にする習慣　大切に』
作：株式会社ジーエス・ユアサテクノロジー大容量リチウムイオン電池本部　宮本　建一　様

会長優良事業所表彰防火標語最優秀表彰

◦
優
良
従
業
員

川
戸
敏
宣
〔
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
〕

畠
中
秀
男
〔
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
〕

田
中
淳
也
〔
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
〕

夏
田
雅
文
〔
旭
化
成
株
式
会
社
守
山
製
造
所
〕

田
中
寛
人
〔
Ｊ
Ｎ
Ｃ
フ
ァ
イ
バ
ー
ズ
株
式
会
社
守
山
工
場
〕

西
尾
宗
治
〔
株
式
会
社
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
〕

柿
田
知
秀
〔
株
式
会
社
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
〕

八
田　

孔
〔
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ー
株
式
会
社
滋
賀
工
場
〕

吾
郷
滋
紀
〔
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ー
株
式
会
社
滋
賀
工
場
〕

消防庁長官表彰

一般財団法人日本消防設備安全センター理事長表彰

一般財団法人全国危険物安全協会理事長表彰

消
防
庁
長
官
表
彰

◦
優
良
危
険
物
関
係
事
業
所

オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
草
津
事
業
所

一
般
財
団
法
人
　
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
理
事
長
表
彰

◦
消
防
用
設
備
等
点
検
済
表
示
制
度
推
進
優
良
事
業
所

滋
賀
消
防
設
備
株
式
会
社

一
般
財
団
法
人
　
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

◦
危
険
物
保
安
功
労
者
（
個
人
）

西
川　

毅
〔
株
式
会
社
ク
サ
ネ
ン
〕

　

永
年
に
亘
り
危
険
物
施
設
の
事
故
防
止
及
び
安
全

思
想
の
普
及
等
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
状
の
伝
達
は
、
令
和
４
年
６
月
８
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
33
回
防
火
意
識
高
揚
推
進
大

会
に
お
い
て
滋
賀
県
副
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
長
表
彰

《
南
支
部
》

◦
優
良
事
業
所

イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社

�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
草
津

オ
ッ
ペ
ン
化
粧
品
株
式
会
社

�

滋
賀
工
場

有
限
会
社
ア
サ
ノ
石
油

草
津
イ
ト
マ
ン
フ
ィ
ッ
ト

�

ネ
ス
ク
ラ
ブ

株
式
会
社
リ
チ
ウ
ム
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

滋
賀
県
陸
上
輸
送
協
同
組
合

株
式
会
社
サ
ン
キ

◦
優
良
従
業
員

久
保
正
弘
〔
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
滋
賀
製
作
所
〕

上
野　

淳
〔
日
東
電
工
株
式
会
社
滋
賀
事
業
所
〕

的
場　

浩
〔
イ
サ
ム
塗
料
株
式
会
社
滋
賀
工
場
〕

土
川
尚
志
〔
積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
滋
賀
栗
東
工
場
〕

高
谷
和
也
〔
西
日
本
積
水
工
業
株
式
会
社
栗
東
製
造
所
〕

《
北
支
部
》

◦
優
良
事
業
所

株
式
会
社
シ
ン
ク
ス

株
式
会
社
岩
崎
硝
子

�

守
山
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
田
中
水
道

守
山
環
整
株
式
会
社

滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株
式
会
社

�

物
流
セ
ン
タ
ー

ワ
シ
ダ
農
園

株
式
会
社
シ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
ラ
ッ
ク　

ラ
ッ
ク
湖
南
リ
ゾ
ー
ト

北支部長優良事業所表彰 南支部長優良事業所表彰

◦
安
心
安
全
推
進
事
業
特
別
表
彰

東
洋
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

�

守
山
製
造
所

株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
野
洲
工
場
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役　員　名　簿
役職名 事業所名 氏名 支部役職名

名誉会長 ラクーンエステート㈱ 加　藤　八　郎 南支部名誉支部長
会　　長 ㈱北中工業 北　中　良　樹 北支部相談役
副 会 長（会長職務代行者） ㈱田中誠文堂 田　中　義　信 南支部支部長

副会長
㈱川嶋機械 川　嶋　栄　司 北支部支部長
エールコーポレーション㈱ 白　井　幸　則 南支部副支部長
近江ＯＦＴ㈱ 田　中　清　一 北支部副支部長

理　　事

㈱クサネン 西　川　　　毅 南支部理事
東レ・ファインケミカル㈱守山事業所 小　野　宏　幸 北支部副支部長
積水化学工業㈱滋賀栗東工場 宇　野　光　彦 南支部副支部長
㈱村田製作所野洲事業所 藤　野　尚　志 北支部副支部長
草津電機㈱ 小　西　哲　也 南支部副支部長
㈱三東工業社 奥　田　克　実 南支部副支部長
うかい自動車㈱ 鵜　飼　重　樹 北支部副支部長

理　　事（総務委員長） 旭化成㈱守山製造所 二　町　菜　生 北支部理事
理　　事（広報委員長） 川重冷熱工業㈱滋賀工場 東　　　竜　平 南支部理事
理　　事（研修委員長） 上原成商事㈱守山エネルギーセンター 山　元　　　功 北支部理事
理　　事（企業防災推進委員長） ダイキン工業㈱滋賀製作所 海　外　　　剛 南支部理事

監　　事
㈱滋賀銀行草津支店 小　嶋　嘉　行 南支部理事
㈱滋賀銀行守山支店 城　内　　　学 北支部理事

事務局長 今　井　　　均

　

去
る
６
月
８
日
（
水
）
大
津
市
の

「
ピ
ア
ザ
淡
海
」
の
ピ
ア
ザ
ホ
ー
ル

で
第
33
回
防
火
意
識
高
揚
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
危
険
物
安
全
週
間

の
協
賛
行
事
と
し
て
、
危
険
物
取
扱

事
業
所
の
保
安
管
理
体
制
の
確
立
と

県
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
永
年
に
亘
り
危
険
物
の
安
全
管
理
、
災
害
の
防

止
等
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
事
業
所
や
個
人
に
対
し
て
、
滋

賀
県
副
知
事
及
び
滋
賀
県
防
火
保
安
協
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
次
の
事
業
所
・
個
人
の
方
々
が
受
賞
の
栄
に
輝

か
れ
ま
し
た
。

防
火
意
識
高
揚
推
進
大
会

知事・県連合会長表彰の受賞写真 知事・県連合会長表彰の受賞写真

滋
賀
県
知
事
表
彰

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
防
火
保
安
協
会
連
合
会
長
表
彰

◦
防
火
保
安
功
労
者
（
個
人
）

北
中
良
樹
〔
株
式
会
社
北
中
工
業
〕

◦
優
良
事
業
所

株
式
会
社
イ
シ
ダ
滋
賀
事
業
所

◦
防
火
保
安
功
労
者
（
個
人
）

小
林
秀
豪
〔�

社
会
医
療
法
人
誠
光
会
淡
海
医
療
セ
ン
タ
ー
〕

田
中
清
一

�

〔
近
江
Ｏ
Ｆ
Ｔ
株
式
会
社
〕

◦
優
良
事
業
所

医
療
法
人
芙
蓉
会
南
草
津
病
院

一
般
財
団
法
人
近
畿
健
康

�

管
理
セ
ン
タ
ー

大
崎
設
備
工
業
株
式
会
社

�

株
式
会
社
ヒ
ラ
カ
ワ
滋
賀
事
業
所

消防用設備等の確実な点検を！

「点検済証」（ラベル）を貼付しましょう
　点検実施者の責任の明確化、点検の確実な履行の促進等を目的とした点検済表示
（ラベル）制度は、全国統一的に推進しています。

一般社団法人滋賀県防火保安協会連合会
〒520-0044　大津市京町四丁目３番28号（滋賀県厚生会館２階）
TEL　077-521-3921　FAX　077-521-3761
Eメール　shiga-bouka@green.ocn.ne.jp

消火器用

消火器以外の
消防用設備等用

危険物取扱者・消防設備士のみなさんへ

問い合わせ先

〒520－0806
滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが21　４階
TEL　077－525－2977　FAX　077－521－7904

消防試験研究センター滋賀県支部一　　般
財団法人

あなたの免状は大丈夫ですか？
交付日から10年を過ぎた免状は更新（法定）が必要です。

※「消防法施行規則」第33条の５及び「危険物の規制に関する規則」第51条第２項に免状の記載事項は
　過去10年以内に撮影した写真とすると定められています。
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新入社員防火研修開催

煙中体験消火訓練（消火器） 消火訓練（屋内消火栓） 地震体験

令和４年度新入社員防火研修

アンケート結果
�研修を受講いただいた皆様からお聞きした感
想の結果は、次のとおりでした。
研修の内容はいかがでしたか？
　①大変良かった� 91名
　②良かった� 53名
研修内容で良かった科目は何でしたか？
　①防火・防災に関する基礎知識� 36名
　②応急手当の座学（心肺蘇生・出血・固定法等）� 87名
　③消火訓練（消火器・屋内消火栓の操作）�71名
　④地震・煙中体験� 121名
� （重複回答）
※�応急手当の訓練は、実技訓練は実施しておりま
せん。

　

今
年
の
研
修
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
、
従
来
の
１
会

場
１
日
開
催
か
ら
２
会
場
４
日
に
分
け
て
開
催
し
、
59

事
業
所
か
ら
１
４
４
名
の
受
講
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
入
社
５
年
未
満
の
従
業
員
を
対
象
に
、

防
火
・
防
災
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
技
術
の
習
得
及
び

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
防
火
・
防
災
に
関
す
る
座
学
を
は
じ

め
、
消
火
・
救
急
や
地
震
・
煙
中
の
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

受
講
者
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
各
科
目
を
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
「
事
業
所
の
屋
内
消
火
栓
の
有
無
や

避
難
経
路
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場
所
確
認
を
し
た
い
」「
煙
中

体
験
は
前
が
見
え
ず
怖
く
感
じ
た
。
声
掛
け
が
命
を
救

う
と
思
う
」「
救
急
訓
練
で
学
ん
だ
声
掛
け
と
安
全
確

認
を
し
っ
か
り
行
う
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
は
、
次
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
受
講
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し�

ま
す
。

新
入
社
員
防
火
研
修
を
受
講
し
て

　

新
入
社
員
防
火
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

改
め
て
救
命
処
置
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
に
授
業
な
ど
で
救
命
処
置
の
説
明
を
受
け
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
今
回
お
話
を
聞
い
て
心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
救
命
処
置
を
し
た

場
合
と
、
し
て
い
な
い
場
合
で
は
た
っ
た
５
分
経
つ
だ
け
で
10
％
以
上
も
の
救
命
の

チ
ャ
ン
ス
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
知
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
自
分
に
は
関
係
の
な
い
事
だ
。
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
し
自
分
の
目
の

前
で
人
が
倒
れ
た
場
合
、救
命
処
置
が
出
来
た
ら
そ
の
人
の
命
を
助
け
ら
れ
る
確
率
が
、

10
％
も
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
今
回
の
研
修
で
聞
い
た
処
置
方

法
、
順
番
を
し
っ
か
り
記
憶
に
残
し
、
他
人
事
で
は
な
く
、
も
し
も
の
場
合
に
い
ち
早

く
対
応
し
て
、救
急
隊
の
皆
様
に
バ
ト
ン
パ
ス
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

株
式
会
社
宝
山
園
　
安
　
井
　
海
　
悠

新
入
社
員
防
火
研
修
を
受
講
し
て

　

今
回
、
西
消
防
署
に
て
新
入
社
員
防
火
研
修
を
受
講
し
ま
し

た
。
座
学
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
各
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
班
は
消
火
訓
練
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
消
火
訓
練

で
は
水
の
入
っ
た
消
火
器
を
使
用
し
コ
ー
ン
を
火
災
場
所
に
見
立
て
て
消
火
活
動
の
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
見
た
目
よ
り
重
た
く
感
じ
、
実
際
の
火
災
時
に
消
火
す
る
こ
と
が

大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
家
で
は
消
火
器
の
あ
る
場
所
を
把
握
し
て
い
る
が
事
業
所
で

の
消
火
器
の
場
所
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
把
握
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

次
の
訓
練
で
は
救
急
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
救
命
訓
練
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
胸
骨
圧
迫
の

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
消
火
器
同
様
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
三
〇
分
と
短
い
訓
練
で
は
あ
り
ま
し
た
が
テ
キ
ス
ト
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

最
後
の
訓
練
で
は
地
震
・
煙
中
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
震
度
７
を
体
験
し
て

疑
似
体
験
で
は
あ
り
ま
す
が
と
て
も
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
地
震
が
起
こ
っ
た

時
の
た
め
に
避
難
経
路
、避
難
場
所
、家
族
と
話
し
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
受
け
て
火
事
、
災
害
に
お
い
て
も
事
前
準
備
が
と
て
も
大
事
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
改
め
て
備
え
る
機
会
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

�

株
式
会
社
田
中
誠
文
堂
　
斎
　
藤
　
光
太
郎
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各種試験・講習会のご案内令和４年度

□防火管理講習 ▶お問合せ先：（一財）日本防火・防災協会　℡03－6263－9903　Fax03－6274－6977
講習日 講習種別 講習会場 受付期間

９月６日（火）・７日（水）甲種防火管理新規講習 守山商工会議所
（守山市吉身三丁目

11番43号）
℡077-582-2425

７月21日（木）～７月28日（木）
10月12日（水）・13日（木）甲種新規・乙種併催防火管理講習 ８月29日（月）～９月５日（月）
12月６日（火）・７日（水）甲種新規・乙種併催防火管理講習 10月19日（水）～10月26日（水）

２月１日（水） 甲種防火管理再講習 11月28日（月）～12月５日（月）
３月14日（火）・15日（水）甲種防火管理新規講習 １月25日（水）～２月１日（水）

受講料
甲種防火管理新規講習　8,000円

定員 各講習
120名乙種防火管理講習　　　7,000円

防火管理講習再講習　　7,000円

□危険物取扱者試験受験対策講習会 ▶お問い合せ先：湖南防火保安協会　℡077－552－3000

受講料 会員 予備講習会　5,000円 直前対策講習会　3,000円 定員 各講習
100名一般 予備講習会　6,500円 直前対策講習会　3,500円

予備講習会 講習時間 講習会場 直前対策講習会 講習時間 講習会場 受付開始日・場所

７月16日（土）

９時00分～
� 16時00分

守山市福祉健康
センター

（守山市下之郷
三丁目２番５号）

７月23日（土）

９時00分～
� 12時00分

守山市防災
センター

（守山市石田町
377-1）

６月13日（月）から当日
各消防署・本会

10月１日（土） 10月８日（土） ８月22日（月）から当日
各消防署・本会

11月26日（土） 12月３日（土） 10月24日（月）から当日
各消防署・本会

２月11日（土）祝 ２月18日（土） １月９日（月）から当日
各消防署・本会

▶お問い合せ先：（一社）滋賀県防火保安協会連合会　℡077－521－3921

講　習　日 講習種別 講習時間 講習会場 受付期間
10月18日（火） 給油取扱所以外の施設 ９時30分～16時30分 野洲文化小劇場

（野洲市小篠原2142）
９月12日（月）～
� ９月20日（火）

□危険物取扱者保安講習【法定講習】 ▶お問い合せ先：（一社）滋賀県防火保安協会連合会　℡077－521－3921

※湖南地域以外での開催日程等については、（一社）滋賀県防火保安協会連合会のホームページをご覧下さい。

□消防設備士試験（後期） ▶お問い合せ先：（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡077－525－2977
回 試験日 試験開始時間 受験地 試験の種類 試験会場 願書受付期間 合格発表予定

5 11月26日（土） 10時00分
大　
　

津　
　

市

乙種４・７類

コラボしが21

〔電子申請〕
９月30日（金）～
� 10月４日（火）

〔書面申請〕
10月３日（月）～
� 10月７日（金）

令和５年
１月11日（水）

13時30分 甲種４類

6 11月27日（日） 10時00分 乙種５・６類
13時30分 甲種１・２・３類

7 11月28日（月） 10時00分 乙種１･２･３類､乙種４･７類
13時30分 甲種特類、甲種4･5類

8 11月29日（火） 10時00分 乙種５・６類 大津市打出浜2-113時30分 甲種１・２・３類

□危険物取扱者試験（後期）▶お問い合せ先：（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡077－525－2977
回 試験日 試験開始時間 受験地 試験の種類 試験会場 願書受付期間 合格発表予定

11 10月15日（土） 10時00分

大　
　

津　
　

市

乙種４類

コラボしが21

〔電子申請〕
８月26日（金）～
� ８月30日（火）

〔書面申請〕
８月29日（月）～
� ９月２日（金）

11月９日（水）

14時00分

12 10月16日（日） 10時00分 乙種４類、丙種
14時00分 甲種、乙種12356類

13 10月17日（月） 10時00分 乙種４類14時00分

14 10月18日（火） 10時00分 乙種４類、丙種
14時00分 甲種、乙種12356類

15 10月19日（水） 10時00分 乙種４類 大津市打出浜2-114時00分
※第16回から第25回までの試験詳細については、消防試験研究センター滋賀県支部のホームページ等でご確認下さい。

講　習　日 講習区分 講習時間 講習会場 受付期間
８月23日（火） 消火設備

９時30分～16時45分 野洲文化小劇場
（野洲市小篠原2142）

８月１日（月）～
� ８月８日（月）

８月24日（水） 警報設備８月25日（木）
８月26日（金） 避難設備・消火器

□消防設備士法定講習
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【問い合わせ先】湖南広域消防局　救命救急課　TEL 077-552-9922

【問い合わせ先】湖南広域消防局　予防指導課　TEL 077-552-8824

　夏季に発生しやすい電気火災や、気温・湿度が高い日の熱中症などを防止するため、身の回りの安全について、今
一度考えていただき、安心で安全な地域づくりへの取り組みをお願いいたします。�

〈独立行政法人　製品評価技術基盤機構HP参照〉

令和３年　湖南広域消防局管内の電気火災事例
〇事例１　�プラグ付近で半断線を起こしているドラム式延長コードに、４つの電化製品を接続して使用（合計1,375W）した

ことで半断線部分が発熱、ビニール被覆が溶融し、導体同士の接触により短絡して出火したもの。
〇事例２　連日の降雨の影響で、電灯分電盤の配線に絶縁劣化が生じ、自動点滅タイマー付近が出火したもの。

　熱中症は、高温多湿、直射日光、無風などの環境下で作業、運動することで体の中の水分や塩分バランスが崩れ、
体温の調整機能が働かなくなり引き起こされます。
　また、体調不良や暑さに不慣れな場合も熱中症になるリスクが高くなります。外出時だけでなく室内でも発症する
可能性があり、注意が必要です。下記の内容を意識して、暑さに負けず楽しい夏を過ごしましょう。

熱中症予防について

令和４年７月21日～８月20日
夏の災害予防啓発運動

　年間を通じての火災件数は、３月～５月、春の火災件数が最も
多く、６月～８月、夏の火災件数が少なくなります。しかし、少
ないからと言って安心していいわけではありません。夏には夏特
有の火災が発生しています。

【電化製品の火災に注意】
　夏場の湿度の高い気候が、コンセント付近でトラッキング現象を発生させて電化製品の火災へと繋がります。
　長期間コンセントに接続したまま放置されているプラグの掃除を行い、ホコリを取り除きましょう。

《以下の様な現象には注意してください！》
・電源コード・電源プラグが異常に熱い
・焦げ臭いにおいがする
・ブレーカーが頻繁に落ちる

　コンセントを使用する場合は、コンセント
に書かれている合計電力に注意して、タコ足
配線にならないようにしてください。

　新しい生活様式にお
ける熱中症予防につい
て、「YouTube湖 南
広域行政組合チャンネ
ル」にも参考の動画を
掲載しております。
�是非ご覧ください。
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令和４年度 湖南防火保安協会月別事業計画

月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

４
月

中旬 事務担当調整会議【本会14：00】 14 県連合会防火保安功労者等表彰
審査委員会【県11：00】

26 令和３年度決算監査【本会14：00】 26 県連合会第１回事務局長会議
【県危機管理センター14：00】

下旬 知事表彰の現地調査

５
月

11 新入社員防火研修【東署10：00】 10 県連合会第１回理事会
【県危機管理センター14：00】

12 新入社員防火研修【西署10：00】
16 正副会長会議【消防団会議室11：00】
16 理事会【市民防災ホール13：30】
17 新入社員防火研修【東署10：00】
18 新入社員防火研修【西署10：00】 23 湖南幼年女性防火委員会

21 危険物取扱者試験対策の予備講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～16：00】 25 県連合会令和４年度通常総会

【びわ湖大津プリンスホテル15：00】

27 令和４年度定期総会・定例表彰
【野洲文化小劇場10：30】

28 危険物取扱者試験の直前対策講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～12：00】

６
月

6 危険物安全大会（全危連理事長
表彰等）【東京都14：00】

7～8 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所�9：00～16：00】

30 広報委員会【本会】 21 支部役員会議 中旬 支部役員会議 8 第33回防火意識高揚推進大会
【ピアザ淡海14：00】

下旬 会報「碧い纏」第110号発刊

７
月

新会員勧誘・支援登録事業所の加入促進月間
上旬 普通救命講習会【午前】

11 自衛消防訓練大会実行委員会開
催に伴う委員長調整

中旬 防火研修会（危険物編）【午前】

16
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【守山市コミュニティ防災
センター9：00～16：00】

７月21日
～

８月20日
夏の災害予防啓発運動 中旬 東近畿消防救助技術大会出場に

伴う激励

22 第46回自衛消防訓練大会実行委員会【本会】

23 危険物取扱者試験の直前対策講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～12：00】

25
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【草津市・栗東市】

21・27
消防団消防ポン
プ操法訓練激励
【守山市・野洲市】

31 県消防操法訓練大会
【県消防学校】

９
月

上旬 火災調査事例研究会【午前】 2 第２回事務局長会議
【県危機管理センター15：00】

6～7 甲種防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】

上旬 自衛消防訓練大会操法研修会の開
催に伴う事務担当者会議

中旬 第46回自衛消防訓練大会操法研修会【午前】
中旬 第46回自衛消防訓練大会運営委員会【午後】
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月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

10
月

1 危険物取扱者試験対策の予備講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～16：00】

8 危険物取扱者試験の直前対策講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～12：00】

12～13 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所�9：00～16：00】
19 第46回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】
19 正副会長会議【東消防署】
20 第46回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】（予備日）
中旬 広報委員会【本会】
下旬 会報「碧い纏」�第111号発刊

11
月

9～15 秋の火災予防運動協賛
9 街頭広報（JR各駅・商業施設）

中旬 正副支部長会議 中旬 正副支部長会議 中旬 協会団体等役職員県外研修　　

26 危険物取扱者試験対策の予備講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～16：00】

下旬 消防・警察合同歳末特別警戒出動式

12
月

1 年末の火災予防啓発運動協賛（12/1～12/31）

3 危険物取扱者試験の直前対策講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～12：00】

6～7 甲・乙併催防火管理講習【守山商工会議所�9：00～16：00】
中旬 防災講演会
下旬 消防団年末夜警出動式・激励

１
月
上旬 構成市消防出初式
上旬 賀詞交歓会

２
月

1 甲種防火管理再講習
【守山商工会議所13：00～15：00】

上旬 広報委員会【本会】
上旬 一日会員研修
中旬 普通救命講習会【午前】

11 危険物取扱者試験対策の予備講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～12：00】

中旬 会報「碧い纏」�第112号発刊 中旬 支部役員会議 中旬 支部役員会議

18 危険物取扱者試験の直前対策講習会
【守山市コミュニティ防災センター9：00～12：00】

３
月

1～7 春の火災予防運動協賛
1 街頭広報（JR各駅・商業施設） 7 県連合会第２回理事会【大津】

上旬 本会・事務局次年度事業日程等
打合せ【本会】 7 県連合会第３回事務局長会議

【大津】
4 消防記念日消防記念式典（防火ポスター優秀作品の表彰）

14～15 甲種防火管理講習【守山商工会議所9：00～16：00】


